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宗教センターだより

幼稚園より

（教諭　多々内 三惠子）

初等部より

（宗教主任　小澤 淳一）

中等部より

（宗教主任　西田 恵一郎）

表紙写真　
青山キャンパス新学舎（大学17号館）

11/30金
アドヴェント礼拝 Ⅰ
11/19月
創立記念礼拝（年長児）
11/15木
収穫感謝礼拝

7/13金
終業礼拝

9/21金
おじいさま・あばあさまと一緒に
過ごす会

9/3月
始業礼拝

6/11月
こどもの日・花の日礼拝

8：25～8：50

6/19火
召天者記念礼拝

8：25～8：50

Ａグループ

10/16火
聖書週間特別礼拝

8：25～8：50

10/30火
となり人を覚える礼拝

8：25～8：50

11/15木
創立記念礼拝

8：25～8：50

11/20火
感謝祭礼拝

8：25～8：50

9：30～11：30
校内清掃

7/17火 19木
1年生なかよしキャンプ

8/30木
教職員退修会（修養会）

Bグループ19木 21土

5/29火 6/1金

6/1金

23月

6/25月 29金

7/21土

31金

場所　河口湖

高等部追分寮

講師　山中 臨在
　　　（日本バプテスト浦和キリスト教会牧師）

伝道週間

5/30水
学年旅行（2年生）

緑蔭キャンプ

9/1土
ＣＦワーク

8：40～9：2011/9金
創立記念礼拝
10/18木 桜町病院聖ヨハネ・ホスピス、

愛隣会白寿荘

ホスピス訪問（３年）
老人ホーム奉仕（１,2年）

沖縄平和教育旅行（3年生）
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CHRISTIANBOOKS & CDsシリーズ ・ 私の教会 シリーズ ・ キリスト教関連メディア紹介

聖書を読むこと日本福音ルーテル

蒲田教会

小石澤 麻美
女子短期大学　子ども学科3年

　東京都大田区の緑豊かな下町
のなかに元気いっぱいな子どもたち
の声が響いている場所があります。
そこが私たちの教会です。私たちの
教会は1950年にスタイワルト宣教師
によって創設され、現在は渡邉純幸
牧師が教会員とともにその伝統を引
き継いでいます。そして併設している
蒲田ルーテル幼稚園は、これまでに
愛や優しさを持った卒園生を数多く
送り出してきました。現在も幼児たち
はこの場でさまざまなことを考え、感
じ、成長しています。
　さて、日曜日の朝は教会学校から
始まり、幼稚園児や小学生、中高生
が合わせて50人以上集まって各世
代にあった活動が行われていま
す。そのおかげもあって教会には子
どもから年配者まで幅広い世代が
集まり、神の家族として交わりと一
致をもって毎週の礼拝を行っていま
す。日曜礼拝やクリスマス等のイベ
ントでの賛美はオルガンやピアノの
他にフルートやサックス、クラリネッ
ト、トランペット等の楽器を用いて賛
美し教会員の方はもちろんのこと、
近隣一般の方にも豊かな賛美の音
色を響かせています。また現在で
はパイプオルガンの導入を前向きに
検討し、設計をしている最中でもあ
ります。礼拝の中に荘厳なパイプオ
ルガンの音色が響くことを教会員は

じめ、地域の方 も々楽しみにしてい
ます。
　また、下町の教会ということもあり、
教会員はとても明るく温かい人が多
いということも魅力的です。礼拝の
後には隔週で愛餐会の時を持ち、
その中で教会員はおいしいご飯とさ
まざまな会話を楽しんでいます。ま
た、私たちの教会は“みんなで美味
しいものを食べ、みんな笑顔で楽し
む”ということを大切にしているので
バーべキューや本物の竹を使用し
ての流し素麺、お餅つき大会、ちらし
寿司、お花見等を園庭で行うことも
あります。それらが行われる際には、
幼稚園と連携して幼稚園の保護者
や子どもたちも参加し、教会員と幼
稚園が一緒に教会の中で楽しみ、

そして神さまの恵みに感謝し、教会
の在り方を共に考えています。
　昨年の未曾有の震災からすぐに
ルーテル教会ではボランティアを募っ
て被災地へ向かったり、物資を支援
する活動を続けています。蒲田ルー
テル教会からも複数名の教会員が
実際に被災地へ行き大きな働きをし
てくれました。
　蒲田ルーテル教会は温かい教会
です。教会に初めて来たという方で
も大きな愛を持って温かく包み込み
ます。どうぞ一度足を運んでみては
いかがでしょうか。蒲田ルーテル教
会と蒲田ルーテル幼稚園は、常に神
さまを見上げつつ主の働きのために
前進していく教会でありたいと願っ
ています。

　私が初めて携帯電話を持った
のは、いまから14年前だ。その後
の技術革新は日進月歩、昨年つい
に、私もこれまでの携帯電話から、
スマホ（多機能携帯端末）に換え
た。大学生が使っている端末を見
てみると、アップル社のiPhoneが
多いようだが、私のはそれではな
く、日本製のAndroid端末。東アジ
ア史研究が専門の私のスマホにも
いろいろなアプリが入れてあり、訪
問先研究所で探し出した重要な
史料や、学会での書類をその場で
撮影、PDF化してネット上に保存し
たり、海外の研究者とSkypeで手
軽に通話したりと、大活躍である。
研究でよく行く台湾の公共交通の
一発乗換案内なども入れてある。
とにかく、いろいろなことができる。
　聖書関連のAndroidアプリも、
50はある。私が利用しているのは、
YouVersion.com提供の「聖書」
（もちろんiPhone用もある）。聖書
関係ではダウンロード数がもっとも
多く、無料だ。100を超える言語・版
の新約・旧約聖書が読め、知りた
い一節を読むことができる。音声

朗読もしてくれる。メモやブックマー
ク機能も、もちろん備わっている。
　スマホ画面上に小さなウィンドウ
を開き、その日の一節を出しておく
機能もある。私は、日本語、中国語
（繁体字）、英語の３言語を、いつも
表示しておく。聖書が必要なときだ
けではなく、手持ちぶさたな時にも、
読んでみる。中国語や英語ではど
ういうのか、知ることもできる。外国
語で聖書の話をするときに、役に立
つ。ただこの「聖書」はオンライン版
だから、ネットが通じなければ見ら
れないし、そもそも電気がなくなれ
ば、本を見るしかない。
　歴史をみてみるなら、新しいメデ
ィアが発明されれば、人々は常に、
それを用いて聖書を伝えようと、努

力してきた。様々な種類の紙、活
字、点字、録音、ネット。またアラム
語からギリシア語、ラテン語、日本
語、中国語などなど、新たな言語
を話す人々に出会えば、その言葉
にも翻訳してきた。
　そしてこれからの、何十、何百、
何千年後、どのような機器、メディ
ア、そして言葉や情報の概念が生
み出されるのか、想像もできない。
だが一つ言えることは、そこには
必ず、聖書があるだろう、というこ
とだ。いかにも現代風な、私のスマ
ホの上の「聖書」も、実はそんな過
去から未来へと続く、人々の長い
努力の、ほんの一コマに過ぎない
のだろう。

〒144-0055 
東京都大田区仲六郷1-40-18

交通
● 京浜急行線「雑色」駅より徒歩約5分
● ＪＲ京浜東北線「蒲田」駅西口より
　徒歩10分
● 東急多摩川線・池上線「蒲田」駅より
　徒歩10分

電話 : 03-3731-6777
ホームページ : 
http://www.geocities.co.jp/jelckama/

file

The  Salt  of  the  Earth,  The  Light  of  the  World

編集後記

62

file 13

YouVersion版聖書

青木　敦
大学文学部史学科教授

スマートフォン対応アプリケーション
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　人生は出会いである、と言われます。わたしたちの人生には、多くの出会いがあります。人と出
会うことを通して、人生は広がりと深まりを持つことになります。小さい時、大変な恥ずかしがり屋
だったわたしは、人に出会うということは緊張を要する大変なことであり、あまり好きではありません
でした。しかし、いつしかそれを乗り越え、人との出会いを楽しめるようになった時、自分の生き方
や生きる世界が広がり、豊かになったように思います。青山学院に新たに迎えられたお一人お
一人に豊かな交わりと出会いが数多くありますようお祈りいたします。

シリーズ地の塩、世の光

バリトン歌手
青戸 知

神の息
　「モワー」「モワー」
　これは、リードオルガンの音の立ち上がり方を示
した表現である。
　牧師の両親のもとに生まれた私は、物心がつ
いた頃から、リードオルガンを触っていた。
　このオルガンは、風をつくる為に奏者自身が、足
で左右の踏板を交互に踏み込み、最初に片足で
踏み込んだ時から、少しずつ風が送られ、指で鍵
盤を押さえ出すと、「モワー」と音が鳴りはじめる。
それは、風で音をつくり出すという意味でも、アコ
ーディオンの音と似ている。鍵盤を押すとすぐに
「ピッ」と鳴るパイプオルガンには出す事ができな
い微妙な音の立ち上がりだ。私は、この「モワー」
が気持ち良い。これこそが、音楽的な音の鳴り響
きだとひたすら信じ、「モワー」と声を立ち上がら
せ、鳴り響かせて歌っていた。
　ある日のレッスンで、私の師が、「ヨーロッパの音
楽は、最初から音が、『スパッ』と出なければならな
い。」という事を言われた。「モワー」と声を立ち上
がらせて出していては、ヨーロッパの音楽にはなら
ないという事なのだ。私には、「スパッ」と歌う事は
難しい。なぜなら、足で踏板を交互に踏み、少し

ずつ風を送って、「モワー」と鳴り響かせる音の出
し方が、体中に染み込んでいるからなのだ。風と
は、歌う時の息そのものだ。

　なぜ、「モワー」ではなく、「スパッ」でなくてはな
らないのか。今も、歌手として私の追求する課題
である。
　一方で、師は、「『スパッ』と歌えるように成長し
てきた私に、『モワー』という音の感じ方は、決して
無くしてはいけないそれが音楽なのだから。」とお
っしゃった。

　神から受けた息、風を声に鳴り響かせ、歌う事
で、神の息を世界に伝える人間になれたらと思う、
今日この頃である。

　追記
　私の歌の師は、真言宗のお寺の住職である。
ある日、お寺にレッスンに伺った時、本堂に通され
（なぜか、そこにもリードオルガンが置かれてい
た。）、そのオルガンで、ブラームスのドイツ・レクイエ
ムのレッスンをして下さった。「Herr, lehre doch 
mich（主よ、教えてください。）」と私の歌の声がお
堂に鳴り響く。その時の、師の弾かれたオルガンの
音は、やはり、「モワー」であった。

中等部教諭
有賀実男

　青山学院の基はキリスト教です。毎日中等部
でも礼拝が行われています。特にその中心とな
っているのは聖書ですが、その聖書を読むこと
についての助言を書きます。
　まず毎日の礼拝で読まれる聖書の箇所に線
を引くことを勧めます。これは皆さんが教科書の
大切な所に線を引くのと同じです。礼拝で読ま
れる箇所は、聖書の中でも大事なところ、中心
であるところが多いからです。毎日の礼拝でそ
れをしていくと、大切なところがすぐ目に入ってき
て、だんだんと読みやすい聖書になっていきま
す。そうすると、その聖書は、その人だけのかけ
がえのない財産となっていきます。
　それから、自分で聖書を読むことを勧めます。
教科書を自分で読んで理解するのが勉強する
究極の方法ですが、聖書についても同じことが
いえます。キリスト教の教科書は聖書です。した
がって、自分で聖書を読むことがキリスト教を知
り、理解する最善の方法であるわけです。人に
頼らず、まず自分で読んでみる、これが一番勉
強になります。しかし、厚い本ですし、読んでみ
ると難しく、おもしろくないのも事実です。ですか
ら夢中になって読むということは少なく、かえっ
て無理して読む、努力して読む、ということにな
るかもしれません。しかし、そうであっても読んで
ください。わからなくても、そのまま先に進んでい
ってください。少しでもわかるところがあればそ
れで十分です。
　最初から最後まで読むことを通読といいま
すが、できればこの3年間で聖書を通読してく
ださい。もしできなかったならば、6年かかって
も、一生かかってもいいですから、一度は通読

してください。そして何度も読み返すことです。
以前わからなかったことが新たにわかってくる
ということはよくあります。初めはつまらなく、理
解しがたく、無理して読むことになっても、聖書
の偉大さがわかってくると、聖書を読むのが楽
しくなります。
　聖書は人類にもっとも影響を与えた書物とい
われています。特に欧米の文化を理解するに
は、聖書なしでは不可能です。小説、音楽、絵
画、映画でも聖書に関連する場面はよく出てき
ます。出てこなくてもその底に流れているものは
聖書の思想です。シェークスピアやドストエフス
キーの文学も、バッハやベートーヴェンの音楽
も、レンブラントやミレーの絵画も、表面の理解は
できても、真に理解し、その精神を知るには聖
書が無くてはできないでしょう。
　無人島に本を1冊だけ持っていくとすればと
の問いに、聖書と答えた人がもっとも多かったと
いう話は有名です。無数の本の中でその頂点
に位置する聖書、本の中の本といわれる聖書、
人類の読むべき本のまず第一にあげられるの
がいま皆さんの手元にある聖書です。ですから
それはとても価値ある大切なものなのです。
　礼拝で読まれたところ、自分でいいと思ったと
ころに線を引き、だまされたと思って通読してく
ださい。自分から読んでみてください。少しずつ
聖書に親しんでいってほしいと思います。そう
すると、人生における最も大切な生きる力がい
つの間にか身についていること、そして、もっとも
頼りになるのが聖書であることに気づくでしょう。
かけがえのない宝物です。

本部宗教センター事務室パートタイム職員

聖ミカエル教会（中部ジャワ）にて。右から2人目が著者。

稲葉　シィリレスタリ

　宗教は国によっては大変難しい問題であり、今
でも、世界中のどこかで宗教の違いによる争いが
まだ続いているのが現状です。私が生まれ育っ
たインドネシアでも今なおそのような状況が続いて
います。
　今回、執筆させていただくに当たり、インターネッ
トで現地の新聞を読んだり、インドネシアに住んで
いる兄弟姉妹と直接Facebookで交信したりして
得た情報をもとに少し紹介させていただきます。
　インドネシアの人口は2億2,965万人、世界4位と
昨年の新聞で発表されています。多民族国家、
多宗教国家、世界最大のイスラム（ムスリム）国と
しても知られています。イスラム教徒の人口は
87.2％、プロテスタントは6.04％、カトリックは3.58％、
ヒンズーは1.83％、仏教は1.03％、その他は0.32％
の構成です。私はその3.58％のカトリック信者の中
の一人です。この世界の4大宗教が全部そろって
共存しているのはインドネシアだけだと思います。
　政府は各宗教が定めている祝日を万遍なく採
用し、全国民の祝日として受け入れています。しか
し、インドネシアではクリスチャンとしてキリスト教を
信じること、信仰を守り続けることはとても大変なこ
とです。インドネシアの婚姻法では、異なる宗教を
持つ男性との結婚は認められておらず、夫となる
人が信じている宗教に改宗するか、自分が今まで
信じている宗教を選ぶか、という厳しい選択をしな
ければなりません。例えば、女性がクリスチャンの
場合、結婚相手の男性がイスラム教徒ならば、女
性はイスラム教に改宗しなればならないのです。ま
た、イスラム教から改宗して、キリスト教に入信した
場合、murtadin（背教者）と言われます。
　今でも一部ではイスラム教とキリスト教の宗教
対立が各地で勃発しています。また、クリスチャン
やキリスト教をあまりよく思っていないごく一部の無

責任な団体から、教会を破壊されたり、焼かれたり
する事件が時々起きています。悲しいことです。そ
のため、クリスマス礼拝やミサが行われる時には、
念のために、教会の周りに警察官や警備員が立
ち、終わるまで見守ってくれています。
　しかし、一方では異なる宗教を持つ隣人同士
であっても、争い事がほとんどない地域もあります。
お互いの宗教を尊重し合っています。一番好い
例としては、首都ジャカルタにカトリック大聖堂とイ
スラム教寺院、モスクが隣接しているところです。
クリスマス礼拝やイスラムの最大の祝日であるイ
ドゥル・フィトリ（１ヶ月の断食期間〈ラマダン〉の終了
を祝う日）の合同礼拝が行われる時にはお互いに
駐車場を提供し合います。また、インドネシアのある
有名なイスラム教系の大学がクリスチャンの学生
を受け入れたり、キリスト教系の大学がイスラム教
徒の学生を受け入れたりして、共に学ぶ機会を与
えられています。このようなことが行われているとい
うことは意外と知られていないかもしれません。
　紙面に限りがありますので、十分にお伝えする
ことができなくて残念ですが、ほんの一部でもイン
ドネシアのキリスト教事情について知っていただけ
たのではないかと思います。
　終わりになりますが、キリスト教信仰を守る上で
はとても厳しいインドネシアで生まれ育った私が、
今なお信仰を守ることができ、また、日本では家族
の理解もあって、こうして毎週日曜日に安心して教
会に行くことができるのも、イエスさまが私を守り、
力を与えてくださっているからだと信じています。

エゼキエル書　第37章 5節

これらの骨に向かって、
主なる神はこう言われる。
見よ、わたしはお前たちの中に霊を吹き込む。
すると、お前たちは生き返る。

ch.37: 5 Ezekiel
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各界 で活躍するクリスチャン

Japan Evangelical Lutheran Kamata Church

海外キリスト教事情
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　〈讃美歌177番〉
　かみの気息よ、われを医やし、
　疲れしこころを　つよめたまえ。

　かみのいきよ、われを活かし、
　み側をはなれず　おらせたまえ。

インドネシアのキリスト教事情

至川崎

至川崎
JR東海道線、
　　京浜東北線

至品川

至品川

蒲田教会
幼稚園

OKストア

ラーメン

雑　色
京 浜 急 行

第 一 京 浜 国 道

仲六郷
小学校

仲六郷
一丁目

ヤオハン

大栄信用
金庫

金魚店

さがみ湯

理髪店

TSUTAYA

パチスロ

アーケード

タイヤ公園

（高等部教諭　山田 徹）

い き



高等部より

女子短大より

大学より

本部より

（宗教主任　相良 昌彦）

（女子短大宗教活動センター）

（宗教センター事務室　平野 修一）

（宗教センター事務室　平野 修一）

5/30水　

夏期休業期間中（期日未定）

特別礼拝

伝道週間

グリーンキャンプ

秋の伝道週間

10：15 PS講堂

11/19月　
創立記念礼拝

保護者聖書の集い
10：15

PS講堂

PS講堂

具体的な日時は「高等部便り」でお知らせ
致します。

チャペル・ウィーク

場所未定

12：35～13：20

東日本大震災被災地支援
ボランティア

11/16金　12：35～13：05女子短期大学礼拝堂

オータム・リトリート

創立記念礼拝

6/11月　15金

女子短期大学礼拝堂
5/14月　18金

9/28金　30日

8/6月　8水

高等部追分寮7/23月　25水

PS講堂10/22月　26金

ジョン・ウェスレー回心記念日礼拝

5/24木  
ペンテコステ礼拝

清里サマー・カレッジ

チャペル・ウィーク（前期）

10:30
相模原・青山

13:00～
記念礼拝、除幕式、シンポジウム他
大学17号館本多記念国際会議場他

全学院の礼拝として行います。
どうぞご出席ください。

5/28月  相模原・青山
5/29火  第二部

チャペル・ウィーク（後期）

10/15月　19金
10/15月　20土

青　山

相模原

青　山

相模原 5/21月　26土
5/21月　25金

各界で活躍しているクリスチャンの方
に礼拝でお話をしていただきます。

各界で活躍しているクリスチャンの方
に礼拝でお話をしていただきます。

12/20木

11/15木　
学院創立138周年記念礼拝

ガウチャー記念礼拝堂

5/19土　
本多庸一先生召天１００周年
記念行事

11/27火　
Ａｒｔ クリスマス Ａｏｙａｍａ

短大
ギャラリー他

11/30金　
クリスマス・ツリー点火祭

相模原　１６：３０
青　山　１７：２０

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより
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大学宗教主任
西谷 幸介

使徒言行録　第2章1～4節

聖霊の風、立ちぬ

今も働きたもう聖霊なる神
　「聖霊」、ホーリー・スピリット、という言葉に、日本人は戸惑
いを感じることが多いかもしれません。けれども、この言葉
が指し示しているのは、キリスト教信仰にとってはとても大切
なポイントです。
　キリスト教の神は「三位一体」と言われます。聖書の神は
「父なる神」であり、「その子なる神イエス・キリスト」であり、
同時に「聖霊なる神」である、ということです。神は見えませ
ん。しかし、その働きは「聖霊」をとおして人間の心に知られ
る、というのが聖書の教えです。
　ですから、主イエスがもはやこの地上におられなくなった
としても、私たちのために聖霊を送って下さっていることに
よって、私たちは、私たちのために神が永遠に生きて働いて
下さっているのだ、ということを確信できるのです。「聖霊」そ
のものが今も生きて働きたもう神ご自身なのです。

聖霊の働きは振り返ってみてよくわかる
　ただ、聖霊の働きは、事がなされたあとに、私たちにはよくわか
る、ということが多いのではないかと思います。また、そのような
聖霊の理解のほうが、「今、この信者は霊に支配され体を震わ
せています」などと実況中継されるような聖霊の働きよりは、むし
ろ健全な信仰の認識なのではないかと思われます。復活された
主イエスを眼前にしてもわからなかった弟子たちが、事後に、あ
れは主だったのだ、と悟り、「〔あのとき〕私たちの心は燃えていた
ではないか」（ルカ24：32）と言っています。これが聖霊による信仰
的な認識です。

聖霊による教会の誕生と伝道の開始
　冒頭に掲げた聖書の言葉は、教会がどのように誕生したの
かを伝える箇所とされています。主イエスの復活から五十日目
（ペンテコステ）に弟子たちに聖霊が降り、彼らは力を受け、世界
中に福音を伝える者となりました。聖霊が働いて、これらのことが
起こったのです。
　それは「突然、風が吹いて来るよう」であった、と言われていま
す。聖書では、聖霊は土から造られた人を活かす神の息吹であ
るのみならず（創世記2：7）、死んだ人をさえ甦えらせる神の吹き
つける風です（エゼキエル37：9）。弟子たちは主イエスを十字架
へと見捨ててしまいましたが、復活された主からその罪の赦しを
得、今度はその福音を伝道する者として立ち上がろうと、「熱心
に祈って」（使徒1：14）いたところに、その自分たちを奮い立たせ
る、神のチャレンジングで衝撃的な風が吹きつけてきたのだ、と言
うのです。

　また、「炎のような舌が…一人一人の上にとどまった」、「一同
は…霊が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話し出した」と、
言われています。炎は神の言葉を語る者の舌を浄めるものです
（イザヤ6：7）。そして、そのように舌を浄められた弟子たちは、主
イエスの福音を全世界のすべての国民の言葉で語り伝えた、と
言うのです。
　二千年以上も前に、キリスト教の信仰共同体すなわち「教
会」が生まれ、全世界に福音の「伝道」がなされ、そして、そこか
ら、青山学院のような、キリスト教文化の一翼を担う「学校」も生
まれてきました。これは私たち自身が今、実体験している歴史の
事実です。
　しかし、この歴史を振り返り、その原点を探ってみると、それは
先のような表現で言い表わすのが最もふさわしい出来事だった
のだ、ということなのです。すなわち、死んだも同然だった者たち
を再び生かす神の「聖霊」の励ましがあり、それはまるで突風の
ように激しくまた勢いよく自分たちを立ち上がらせてくれた、そし
て、その恵みに応えて全世界に福音を伝道しようとしたら、それ
まで話せなかった他国の言葉もその情熱によって話せるように
なった。そして、そこから青山学院のような学校も生まれたのだ、
ということです。

未受洗の在学生・卒業生・在学教職員の方々の
ための祈り
　このようにキリスト教会も自らのこれまでの歩みを振り返り、自
身が聖霊の働きによって生かされ続けてきたことを認識し、感謝
し続けてきました。

　信仰者も、自分の人生を振り返って、これと同じような思いを
それぞれに与えられています。神が私たちの人間的な思いや目
論みを超えて私たちを導き方向づけて下さった、時にそれは自
分の願いとは異なっていたけれども、結果としてそれはむしろ良
かった、大きなまた深い人生の勉強になった、という感謝の思い
を抱いているのです。これが「聖霊なる神」のお働きです。
　そこで、私の祈りは、まだ洗礼は受けていないけれども、青山
学院に在学・在職していることを喜んでいる、あるいは、青山学
院の卒業生であることを誇りに思っている、という方々が、そのよ
うな自分の喜びや誇りそのものが実は聖霊の働きによるものな
のだと悟って下さり、キリストを通して神を信じる者となっていた
だければ、ということです。

風、立ちぬ。いざ、生きめやも。
　聖霊は人を真に神に造られた祝福さるべき「人」として生か
す神の力です。とくに意気阻喪している人、落ち込んでいる人、
生きる望みを失いかけている人が、今、ここで感じることのでき
る、神の励ましです。聖霊によって人は造り変えられ、「更新」さ
れるのです。
　「風、立ちぬ」はフランスの詩人ポール・ヴァレリーの詩「海辺
の墓地」からの有名な一節です。そのあと、ご存知のように、
「いざ、生きめやも」と続きます。原語を現代風に直訳すると、こ
うです。「風が起こった！　生きてみなければならない！」
　聖霊の風を受けるとき、私たちは、この地上の何ものもこれに
代わりえない、死から生へと人を活かす、神の計り知れない力を
いただくことができるのです。

Special Issue : Welcome to Aoyama Gakuin

幼稚園教諭
迫田 敏幸神
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新入生の皆さん、青山学院での生活はいかがですか。　
各部の方に、新しい仲間に向けた言葉を頂きました。特集  ようこそ青山学院へ

説 教

神
様
に
見
守
ら
れ
て

　1年生のみなさんは、初等部にはもう
慣れましたか。毎日、楽しいですか。心
配事はありませんか。ちょっぴり心細く
なった時、ぼくは、イエス様ならどうする
かと考えます。すると、魔法のように直ぐ
に答えが得られます。だから、みなさんも、迷ったり、不安な時は、イエス様なら
どうするかな、と考えてお祈りしてみて下さい。
　1年生のみなさんが、7月に行く「なかよしキャンプ」最後の夜に、部長先
生から聖書のプレゼントがあります。そして、小澤先生が素晴らしい聖句を
教えてくださいます。ぼく達の心が弱っている時や困難の中に居る時にで
も、ぼく達を守ってくれる、そして、ぼく達が強くなれる御言葉です。それが何
かは、キャンプまでのお楽しみ。聖書に書かれているので、探してみてね。
　神様は、いつでもぼく達と一緒にいて、見守っていて下さいます。聖書に
は、ぼく達の「髪の毛までも一本残らず数えられている」と書いてあるくらい
です。そして、イエス様を通してぼく達を導いて下さいます。ですから、嬉し
い事、楽しい事、幸せな事を素直に喜んで、感謝して、そして祈って、神様
の光の子として毎日を過ごせば、そもそも心配事など無いのです。
　これから、初等部で学べる事を嬉しく思います。ぼくは3年生の時、イエス
様のお弟子さんになる事が出来ました。みなさんの中からもお弟子さんにな
ってくれるお友達が出てくれますようにお祈りしています。

初等部2年
白川 莉奈よ

う
こ
そ
し
ょ
と
う
ぶ
ヘ

　1年生のみなさん、ようこそしょとうぶ
へ。みなさんのご入学、こころまちにし
ていましたよ。いままでしょとうぶで一
ばん小さかったわたしたち、これから
すこしだけおねえさんになるんだなと

おもって、ウキウキ、ワクワクしています。
　1年生になったときは、わからないことばかりでどきどきしたけど、先生やパー
トナーさんがやさしくしんせつにたくさんのことをおしえてくれました。それから、
学校がすごくたのしくて、大すきになりました。みなさんもこれからそんな「どき
どき」がはじまるとおもうけれど、1年生のときパートナーさんがしてくれたみた
いに、わたしたちもみなさんが学校がたのしいとおもえるように一しょにがんば
ります。
　わからないことがあったらなんでもきいてね。なんでもおしえてあげるよ。そ
れでもわからなかったら一しょにかんがえようね。さびしいことがあったら一しょ
にさびしさをふきとばそうね。たのしいことがあったら一しょにわらおうね。そし
て、しょとうぶのおもい出を、一しょに一ぱい一ぱいつくろうね。

中等部３年
山﨑 大聖大

切
な
時
間

　中等部には礼拝という時間があります。ある
日、こんなお話がありました。「中学校の時に礼
拝が毎日あってよかった。でも、その当時はそ
の価値がわかっていなかった。もっと大切にす
れば良かったと今になって思うことがある」。こ
の話を聞いてから僕は真剣に礼拝を受けるよ
うにしました。礼拝を真剣に受けてみて礼拝か
らいろいろなことを学べるようになりました。礼
拝は毎日あります。計算してみると一年に160
回も聖書を開けます。こんなに沢山学べたら
人生が変わると思います。
　そして、真剣に聖書を読むようになりました。
聖書を読み、それを考えます。考えることによ
って生まれてくるものがあります。聖書はその
ような言葉の宝庫です。自分にとっての宝を
見つけてください。僕は何回も聖書の言葉に
救われました。聖書に助けてもらっています。
神様は聖書を読むきっかけを与えてください
ました。
　せっかく時間のある中学生なのですから、
聖書を読んでみてください。聖書の中にこんな
言葉があります「青春の日々 にこそ、お前の創
造主に心を留めよ。苦しみの日々 が来ないうち
に。『年を重ねることに喜びはない』という年齢
にならないうちに」（コヘレトの言葉12章1節）。
　この言葉の意味を僕は、若い時にこそ聖書
を開け。多くを蓄えられるうちに、と理解します。
要するに今がその時なのです。同じコヘレトの
言葉にこんな言葉があります。「何事にも時が
あり、天の下の出来事にはすべて定められた
時がある」（3章1節）。
　今が聖書を読む時なのです。人の話を聞く
時なのです。若い時が人生で一番大事な時
期なのです。
　だから、日々 の礼拝の時間を大切にしてくだ
さい。
　そうかな？と思った皆さん。でも人生なんて
案外、「他人」の一言が決めてくれるものなの
です。

　新しく青山学院幼稚園に入園された皆さま、そ
してそのご家族の皆さま、これから一緒に過ごせ
ることをとても楽しみにしていました。「ようちえんっ
て、どんなところだろう？」と思っている人も多いの
ではないでしょうか。年中組や年長組のお兄さ
ん、お姉さんたちがどんなことをして遊んでいた
り、過ごしているのか、少しご紹介させていただき
ますね。
　幼稚園には巧技台や色 な々形をした大きな積木
がたくさんある、ホールがあります。ホールでは巧技
台をいくつもつなぎ合わせて滑り台を作って滑った
り、積木でおうちを作っておままごとをして遊んでい
る人たちがいます。
　みんなが「裏庭」と呼んでいる小さなお庭があり
ます。裏庭にはチャボ（鶏の一種）のおうちがあり、
チャボがお散歩をしています。鬼ごっこをして遊ぶ
人や、砂で作ったカップケーキやプリン、チョコレート
でお店屋さんごっこをして遊んでいる人もいます。
　小さな池や、ネットクライム、ブランコなどがある表
庭では、野球をしたり、三輪車に乗って遊ぶ人や、
砂場で山や海を作って遊ぶ人もいます。
　お部屋の中ではクレヨンで絵を描いたり、折り紙
を折ったり、箱を使って車や色 な々物を作っている
人もいます。
　皆さんがどのようなことをして過ごすのか、今から
とても楽しみにしています。
　太陽が輝いたり、雨や雪が降る空。青くてきれい
な海。広い大地。そこに生きるたくさんのいのちある
もの。すべてをお造りになった神様に心を向ける時
を、幼稚園は一番大切にしています。礼拝や毎日
のおいのりを通して、神様にいつも守られているこ
と、豊かな愛に包まれていることを知っていきます。
　神様がそれぞれに道を示してくださり、導いてく
ださったこれまでの日々 。こうして始まった幼稚園で
の生活。一言では言い表すことのできない思いが
あることでしょう。
　皆さんと共に過ごすことができる喜びを感じ、神
様に感謝しながら、毎日を送っていきたいと思って
います。

高等部3年
小林 周正か

け
が
え
の
な
い
時　新入生の皆様、改めまして、ご入学おめでとうご

ざいます。２ヶ月弱が経過致しましたが、“高校生
活”は如何でしょうか。
　５月の後半ともなりますと、キリスト教教育と云う
特異な環境にも慣れ、残り３年間がどんなものにな
るか、ぼんやりと思い描けるようにもなって参りましょ
う。願わくは、それが希望に満ちたものである事で
すが、入学前に思い描いていたものと乖離しつつ
ある現状に、不安と失望を抱いている方もいらっし
ゃると思います。私は、それでいいと考えますし、寧
ろそのコンフリクト無くして、高校生活は語りえない
とも感じます。理想と現実に上手く折り合いをつけ
る技を体得するのもまた、高校生ならでは、です。
　私は、ここで何よりも危惧すべきなのは、周囲に
迎合してしまう事だと考えます。自ら悩む事を放棄
して、ただ何とはなしに流されて過ごす事こそ、最
も無為ではないでしょうか。そう云う高校生は多い
様ですし、処世術の一つかも分かりませんが、わざ
わざ高等部に入学しながらこれでは、大変に惜し
い。確かに我が校に関しても、刹那主義に走る者
があります。それが極めて容易な道だからです。し
かしながら、安易に積んだ高校生活が、果たして
何の益になりましょう。皆さんには是非、色々な面で
悩み、考え抜いて頂きたいと思うのです。加えて、
そこで得た結論はとことんまで究めて欲しいと願い
ます。
　幸いにも、私立青山学院高等部と云う環境は、
多様な可能性を提示してくれます。雑多な価値観
と多くの人間が集い、付属校故の時間的猶予も与
えられるのです。悩んだ末に、どんな突飛な答えを
導き出したとしても、必ずやその理解者を得られま
しょう。ですからどうか、悩む事に妥協だけはしない
で下さい。己に真摯であって下さい。そこで得た結
論と、術と、そして友人は、皆さんにとって、何よりも
有意義なものとなる筈です。
　高校でしか積み得ない経験を、悔いのないよう
に得て欲しいと思います。
　我々上級生がその手伝いを僅かでも担えれば、
何よりの幸いです。

大学　法学部法学科2年
高力 静出

会
い
の
種

女子短期大学　学長
八耳 俊文学

ぶ
こ
と
と
知
る
こ
と

初等部6年
岡 慎之助

　青山学院女子短期大学に入学された新入生のみ
なさま、心より歓迎の意を表します。時間割も決まり、授
業も何回か終わり、入学当初の緊張が少しは和らいだ
人も多いのではないでしょうか。いや、教員が使う言葉
も難しく、単位は取れるか、果たして卒業までたどりつけ
るか、だんだん心配になってきたという人がいるかもし
れません。とりあえず心配な人には、勉強すれば大丈
夫とお伝えしておきます。
　学びを続けると、多くの知識が身につきます。うまく
いけばこれらの知識はみなさんの血肉となるかもしれ
ません。でもたとえば、Aというものの見方がある、Bと
いうものの見方がある、等といった知識をたくさん身に
つけて、それで卒業でしょうか。それを踏まえ、あなた
はどのように考えるか、どのような態度をとるかが、次
に問われるのです。ここは教員による評価が及ばない
領域です。
　自分一人で結論を出す前に人はどのように判断した
か知るのは大いに参考になります。昨年（2011年）11月
に岩波現代文庫から渡辺良三氏の『歌集　小さな抵
抗』が出版されました。著者は戦時中、学徒兵となり中
国に赴き、現地で中国人捕虜虐殺を新兵教育として
命じられます。キリスト者として育ち、「人間の生命、これ
程貴いものは地上にない」と考える著者はこの命令を
拒否したのです。この後、徹底した差別とリンチを受け
るも、幸い無事、生き延びられ、戦後を生きられました。
同書には青山学院大学でこの体験を話された記録も
収められています。氏は講演で「どうぞ、ここ青山学院
大学という基督教主義教育を標榜する大学に学んだ
事を幸いとして」人生を生きて下さいと訴えられました。
　氏の抵抗は人間のとりうる最大のものです。氏が講
演中にたえず意識されたように青山学院はキリスト教
信仰にもとづく教育機関です。短大の教育理念もこれ
を引き継いでいます。人間や社会を超えたものを知る、
意識する、これが信仰のはじまりです。信仰は学びの
延長線上に必ずもたらされるものではありません。新入
生のみなさまにはぜひとも学びにとどまらず、本学のもう
一つのいや根底にあるキリスト教信仰を知っていただ
きたいです。学びのあと判断できる人、このような人をつ
くるのが本学のめざすことなのです。

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。
青山学院大学に入学して、みなさんは今、どのような
気持ちでしょうか？大学に入ったとたん、次 と々訪れる
出会い、発見に、驚かれているかもしれませんね。中
でも、一番驚かれたのは、チャペルの存在、キリスト教
との出会いではないでしょうか。青山学院はキリスト
教主義の学校であり、大学構内にもチャペルがある
のです。
　私もちょうど１年前、青山学院大学に入学しました。
入学当初は、高校時代とは違う広い相模原キャンパ
スに驚き、何度も道に迷っていたことを思い出します。
そんな時、私が目印としていた建物、それはチャペル
でした。一旦、十字架のある大きなチャペルに行き、大
学構内の地図を見ながら、私は現在地であるチャペ
ルからどちらの方向に進めば、目指すべき建物にたど
り着けるのだろう、とよく考えていたのでした。
　聖書にはこんな言葉があります。「わたしはあなたを
目覚めさせ　行くべき道を教えよう。あなたの上に目を
注ぎ、勧めを与えよう。」（詩篇32編8節）
　「わたし」とは、キリスト教の神様のことです。神様は
私たちの道を示そうとしておられるのです。
　大学構内の建物の配置をよく理解している今でも、
チャペルを目印にすることがよくあります。ふと、自分自
身の心に、いったいどこに向かっているのだろう、また
どこに向かうべきなのだろうと問いかけたくなるとき、チ
ャペルに行って礼拝を守ることが、私にとっての道しる
べとなることがよくあります。
　大学生活は、出会いの中に自分の道を探るときであ
り、みなさんは想像もつかないほどたくさん、そして様々
な出会いを経験すると思います。人との出会い、場所
との出会い、キリスト教との出会い・・・。時には出会いに
反発したくなるかもしれません。しかし、たくさん蒔かれ
た出会いの種をひとつひとつ、大切にしてみてくださ
い。自分の道を探るとき、大切に育てた出会いの種が、
きっとみなさんを助けてくれることと思います。その種
が、青山学院大学での学びを通して、みなさんの行く
べき道で大きく成長しますように。
　皆様の上に神様の祝福がありますよう、お祈りして
います。

よみが

五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、突然、激しい風が吹いて来るような
音が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた。そして、炎のような舌が分かれ分かれに
現れ、一人一人の上にとどまった。すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、
ほかの国々の言葉で話しだした。 ・・・


